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北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
第
六
回

総
会
が
、
去
る

一
一
月
九
日
、
す
み
れ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。

総
会
に
先
立

っ
て
短
編
映
画
二
編
が
上

映
さ
れ
た
。

ウ

ッ
チ
映
画
大
学
卒
業
監
督
作
品
で
、

一
つ
は
ア
ン
ジ
エ
イ

。
ワ
イ
ダ
監
督

「
不

良
少
年
」
、
他
の

一
つ
は
イ

エ
ジ

一
ス
マ

リ
コ
フ
ス
キ
監
督

「
恋
愛
詩
」
。

続

い
て
総
会
。
遠
藤
道
子
副
会
長
の
挨

拶
の
後
、　
一
九
九

一
―
九
二
年
度
事
業
お

よ
び
決
算
報
告
、
そ
し
て

一
九
九
二
―
九

二
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、　
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
運
営
委
員
に
つ
い
て
は
、

二
年
の

任
期

の
半
ば
で
あ
る
の
で
、
全
員
、
任
期

終
了
ま
で
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
出
席
会

員
の
了
承
を
得
た
。

総
会
の
あ
と
、
恒
例
の
懇
親
会
で
、
最

初
に
田
口
綾
子
さ
ん
の
ビ
ア
ノ
演
奏
が
行

わ
れ
た
。

シ
ョ
バ
ン
の

「
三
つ
の
エ
コ
セ
ー
ズ
作

品
七
二
の
三
」
、

「
ワ
ル
ツ
　
イ
短
調
作

品
三
四
の
二
」
、

「
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
　
イ
長

調

ａ
軍
隊
．
作
品
四
〇
の

一
」
の
三
曲
が

演
奏
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
お
客
様
を

ま
じ
え
て
の
会
食
が
楽
し
く

。
和
や
か
に

九
時
近
く
ま
で
続
い
て
解
散
。　
一
つ
残
念

な
こ
と
は
、
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
。
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
も
、
せ

め
て
年
に

一
度
の
総
会
に
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
出
席
し
て
下
さ
る
と
、
も

っ
と
盛

り
上
が
る
こ
と
と
思
う
。

総
会
に
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
た
議
題

の
概

略
は
次
の
通
り
で
す
。

こ
こ
に
報
告

い
た

し
ま
す

◇
第

一
五
回
例
会

「
ク
レ
セ
ン
ト
ム
ー
ン
」

絵
本
原
画
展
、　
一
一
月

，
日

（金
）
よ
り

二
四
日

（
日
）
ま
で
天
神
山
国
際
ハ
ウ
ス

ロ
ビ
ー
、
お
よ
び
講
演
会

「
ボ
ー
ラ
ン
ド

の
文
化
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
文
化
」
ス
タ
シ

ス

・
エ
イ
ド
リ
ゲ
ヴ
イ
チ
ウ
ス
氏
、　
一
一

月
九
日

（
土
）
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

◇
第

一
六
回
例
会
　
講
演
と
ビ
デ
オ
映
写
、

講
演

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
の
新
し
い
潮
流
」

カ
ナ
ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
教
授

エ
ド
ワ

ー
ド

・
モ
ジ

エ
イ

コ
氏
、
ビ
デ
オ

「
マ
ゾ

フ
シ
ェ
舞
踊
団
ハ
イ
ラ
イ
ト
」

一
月
二
五

日

（土
）
札
幌
教
育
文
化
会
館

◇
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
歓
迎
バ
ー
テ
イ
ー
、

五
月
二
二
日

（金
）
す
み
れ
ホ
テ
ル

（
五

三
名
出
席
）
．
ビ
ア
ノ
‥
名
取
百
合
子
氏

に
よ
る
シ
ョ
バ
ン
作
曲

マ
ズ
ル
カ
作
品
三

二
の
二
と
バ
ラ
ー
ド
作
品
四
七
の
演
奏
。

《
後
援
事
業
》

◇
ポ
＝
ラ
ン
ド
国
立
放
送
交
響
楽
団
演
奏

会
、　
一
一
月

一
九
日

（火
）
札
幌
市
民
会

館
ホ
ー
ル

◇
ポ
ー
ラ
ン
ド
舞
踊
と
シ
ョ
バ
ン
の
夕
べ

二
月
五
日

（水
）
―
七
日

（
金
）
道
新
ホ

ト
ル

そ
の
他
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
を
三
期

ユ．

実
施
、
会
誌
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
発
行
を
三
回
発
行
。

．

△
ム
　
　
費

そ

の

他

仮
払
金
返
却

繰

越

金

合

　

計

（支
出
の
部
〉

事

業

費

連

絡

費

会

合

費

事

務

費

仮
受
金
返
却

繰

越

金

合

　

計

五
四
〇
、

九
、

一
〇
三
、

六
二
九
、

一
、

二
八

一
、

四
〇

一
、

七
八
ヽ

一　
〓
〓
ハ
、

一
　

一

一

一

一

、

四
三
、

四
九
〇
、

一
、

二
八

一
、

〇
〇
〇
円

三
七
六
円

四
〇
〇
円

三
二
〇
円

九
九
六
円

一
一
七
円

九
二
五
円

九
四

一
円

三
〇
〇
円

五
〇
〇
円

二
〇
三
円

九
九
六
円
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映
画
会
、
講
演
会
、
音
楽
会
な
ど
を
例
会

と
し
て
四
回
程
度
開
催
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪

問

（北
海
道

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
交
流
事

業
と
し
て
計
画
）
。

そ
の
う
ち

◇
第

一
七
日
例
会
は
講
演
会
と
ビ
デ
オ
映

写
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
安
藤
千
鶴
子
氏
に
よ
る

「

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
女
た
ち
」
を

一
〇
月
二
〇

日

（火
）
に
札
幌
教
育
文
化
会
館
で
実
施

済
み
。

◇
第

一
八
回
例
会
は

（
Ｐ
Ｏ
」
Ｅ
本
号
掲

載
の
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
特
別
上
映
会
と

し
て
準
備
中
。

《
後
援
事
業
》

ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
札
幌
演
奏
会
、　
一
一
月

一
七
日

（

火
）
を
は
じ
め
音
楽
会
、
展
覧
会
な
ど
適

合 繰 予 事 会 連 事 今 合 繰 そ 会 ⌒ を 三  宣
越備務谷絡業吝 逸あ
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監
督

・
脚
本
／
バ
ル
バ
ラ

・
サ
ス

・
ズ
ド
ル
ト

　

・

撮
影
／
ヴ

エ
ス
ワ
フ

・
ズ
ド
ル
ト

美
術
／
イ

エ
ジ
イ

・
サ
イ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

音
楽
／
ク
シ
ュ
ス
ト
フ

・
グ
ラ
ボ
フ
ス
キ

製
作
主
任
／
リ
シ
ャ
ル
ト

キ
ャ
シ
ユ
ト
／
ド
ロ
タ

・
ス
タ
リ
ン
ス
カ
、

ス
タ
ニ
ス
ワ
フ

・

ク
シ
シ

ュ
ト
フ

・
ビ
エ
チ
イ
ン
ス
キ
、

ア
ン
ナ

一
九
八
二
年
作
品

（上
映
時
間
九
六
分
）

イ
グ

ァ
ル
、

。
ロ
マ
ン
ト

フ
ス
カ

第 18回例会 ポーランN矩酵拐J上映会
バ
ル
バ
ラ

・
サ
ス
監
督

の
略
歴

一
九
二
六
年
十
月
十
四
日
ウ

ッ
チ
に
生
ま

れ
る
。

一
九
五
二
年
―

一
九
五
九
年
　
ウ
ッ
チ
映

画
大
学
の
監
督
部
門
で
学
ぶ
。
在
学
中
の

一
九
五
五
―
五
六
年
　
習
作

「
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
作
る
。

一
九
八
〇
年

「
愛
な
し
で
」
で
グ
ダ
ン
ス

ク
映
画
祭
デ
ビ

ュ
ー
作
品
賞
を
受
賞
。　
一

九
八
二
年

「
ク
シ
ツ
ク

（
さ
け
び
）
」
を

製
作
。

【
日
時
】

一
二
月

一
九
日

（土
）
入
れ
替
え
に
て
四
回
上
映

上
映
開
始

　

一
〓
一時
○
○
分
、　
一
五
時

一
〇
分
、

一
七
時
二
〇
、　
一
九
時
三
〇
分
よ
り

【
場
所
】
シ
ア
タ
ー
キ
ノ

（南
三
西
六
長
榮
ビ
ル
ニ
Ｆ
）

【
入
場
料
】
ポ
文
協
会
員
は
例
会
参
加
費
と
し
て
八
〇
〇
円

シ
ァ
タ
ー
キ
ノ

（ポ
文
協
会
員
中
島
洋
さ
ん
）
の
協
力
に
よ
り
、
第

一
回
東
京
国
際

映
画
祭
出
品
作
の
興
味
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
の
鑑
賞
会
を
例
会
と
し
て
開
催
す
る
こ

と
に
遺
り
ま
し
た
。
多
数
の
会
員
が
知
友
を
誘

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
案

内
い
た
し
ま
す
ｏ

同
封
の
会
員
用
入
場
料
割
引
券
を
ご
持
参
し
て
い
た
だ
く
と
、
同
伴
者
も
含
め
て
入

場
料
八
〇
〇
円
と
な
つ
ま
す
。
な
お
、
会
員
外
の
入
場
料
は

一
二
〇
〇
と
な
り
ま
す
の

で
、
入
場
割
引
券
を
お
忘
れ
な
く
。

_,ニ



（も
の
が
た
り
）
不
良
娘

の
マ
リ
ア
ン
ヌ
が

刑
務
所
か
ら
出
所
し
、
保
護
官
か
ら
指
示

さ
れ
た
と
お
り
、
あ
る
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
老

人
ホ
ー
ム
で
掃
除
婦
兼
雑
役
婦
と
し
て
働

き
始
め
る
。
ま
た
、
ネ
ス
ト
ル
の
身
の
回

り
の
世
話
も
す
る
。
ネ
ス
ト
ル
は
感
じ
の

好
く
な
い
老
人
で
彼
女
に
対
し
て
容
赦
な

く
悪
意
を
ぶ
つ
け
、
あ
か
ら
さ
ま
に
侮
辱

す
る
。

仕
事
が
終
わ
る
と
、
彼
女
は
毎
日
ワ
ル

シ
ャ
ワ
旧
市
街
ブ
ラ
ガ
に
あ
る
む
さ
苦
し

い
自
宅
に
戻
る
。

そ
こ
に
は
酔

っ
ば
ら
っ

た
母
と
、

そ
の
情
夫
と
が
居
て
困

っ
て
し

ま
う
の
だ
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
、
何
と
し
て
で
も
自
分

の
生
活
を
変
え
た
い
と
願

っ
て
い
る
の
だ

が
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い

で

い

る
。

老
人
ホ
ー
ム
で
看
護
夫
を
し

て
い
る
若

い

男
に
彼
女
は
出
会
う
。
彼

に
も
ま
と
も
な

家
は
な

い
け
れ
ど
も
、

じ
き
に
住
宅
共
同

組
合

の
ア
パ
ー
ト
に
入
居

で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

こ
れ
が

マ
リ
ア
ン
ヌ
の
最
後

の

希
望
と
な
る
。

こ
の
年

一
九
八

一
年
は
国
じ
ゆ

，
に
緊

迫
感
が
み
な
ぎ

つ
て
お
り
、
苦
情
を
持
ち

込
ん
で
は
補
償
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
人

々
が
ど
こ
に
で
も
居
た
。

老
人
ホ
ー
ム
に

は
二
人

の
若

い
労
働
組
合
活
動
家
が
や

っ

て
来

て
、
調
査
を
始
め
る
。
嫌
疑

の
的
は

ネ
ス
ト
ル
で
あ
る
。

ヽ
９

８

博

８

８

０

８

８

０

で

３

Ｓ

Ｓ

３

８

８

８

０

８

０

３

ゝ

′ヽ

０
０
め
０
ふ
Ж
ヽ
餃
）
Ｏ
Ｏ
ヽ
賃
Ψ
０
０
ふ
あ
ヽ
Ж
ヾ
Ｑ
ヾ
０
０
へ
Ж
ヾ
Ｑ
ω
０ヽ
０
δ

Ｑ
ふ
あ
ヽ
８
ヾ
０
や
め
０
ハ
め
ヽ
）
Ｑ
ハ
め
ヽ
Ж
ヽ
０

さ
る
十

一
月
十
七
日
、

公
演

の
た
め
来
道

さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ

・
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
芸
術
監
督

の
カ
ジ
ミ

エ
シ

・
コ
ル
ト
氏

に
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
当

日
の
朝
と

い
う
忙
し
い

時
間

の
合

い
間

の
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー

で
し
た

が
、　
コ
ル
ト
氏
は
丁
寧

に
質
問
に
答
え
て

下
さ

い
ま
し
た
。

交
流
が
音
楽
を
豊
か
に
す
る

―．刀

ヾ
ソ

ミ
ヽ

工

ソヽ
　
ｏ
　

コ

＝ル

ー
ド

Ｌ
氏

に
聞

く

♪
北
海
道
は

一
九
八
八
年
四
月
の
公
演
に

続
い
て
三
度
目
の
来
訪
で
す
が
、
印
象
は

い
か
が
で
す
か
。

前
回
は
春
、
今
回
は
雪
の
季
節
に
訪
れ

ま
し
た
が
、
北
海
道
は
自
然
が
美
し
く
町

並
み
も
き
れ
い
で
す
。
と
て
も
感
じ
が
よ

い
の
で
す
。

♪
前
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
シ

ョ
バ
ン
の

ピ
ァ
ノ
協
奏
曲
第

一
番
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
二
番
を
演
奏
さ
れ
ま
す
ね
。　
一
番

（
ホ
短
調
）
と
二
番

（
へ
短
調
）
と
で
は

演
奏
さ
れ
る
と
き
に
留
意
す
る
こ
と
が
違

い
ま
す
か
。

そ
れ
は
大
変
深

い
問
題
で
す
。
本
を

一

冊
書
い
て
も
論
じ
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
で
、

こ
の
短
い
時
間
に
答
え
る
の
は
難
し
い
で

す
。

で
も
、　
一
般
的
に
言
う
と
、
両
協
奏

一

ネ
ス
ト
ル
は
か

つ
て
高
級
官
僚
で
あ

つ

て
、
在
職
中
の
汚
職
の
責
任
を
回
避
す
る

た
め
に
、
今
は
社
会
的
に
安
全
な
施
設
に

隠
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
申
し

立
て
が
広
ま
る
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
わ
ず
か

一
ヶ
月
程
前
に
刑
務
所
の
問
を
出
た
ば
か

り
だ
が
、　
こ
の
事
件
が
紛
糾
す
る
に
つ
れ

、
あ
れ
こ
れ
思

っ
て
混
乱
し
て
く
る
。
そ

し
て
徐
々
に
、
社
会
主
義
こ
そ
が
必
要
な

の
だ
と
予
感
す
る
よ
う
に
な
る
。

彼
女
と
恋
人
と
の
仲
は
も
は
や
う
ま
く

い
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
日
、
新
し

ぃ
ァ
パ
ー
ト
ヘ
の
希
望
が
挫
折
し
て
し
ま

う
。
絶
望
し
た
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
、
自
分
や

も
と
の
恋
人
の
よ
う
に
、
人
が
家
を
持
て

な

い
の
は
、
全

て
ネ
ス
ト
ル
の
よ
う
な
男

の
責
任

で
あ
る
と
思

い
込
む
。

彼
女
は
あ
る
夜
老
本
木
―
ム
に
忍
び
込

み
、
ネ
ス
ト
ル
と
言
い
争

っ
た
後
、
彼
を

殺
し
て
し
ま
う
。

夜
が
明
け
て
あ
さ
に
な
る
。

な
か
ば
正
気
を
失

っ
た

マ
リ
ア
ン
ヌ
は

よ
ろ
よ
ろ
と
玄
関

へ
出

て
来

る
。

そ
こ
で

看
護
長
か
ら
、
実
は
ネ

ス
ト
ル
が
疑

い
を

か
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
く
、

調
査

は
根
拠

の
な

い
う
わ
さ
を
も
と
に
し

て
行
わ
れ
た
の
だ
と
知
ら
さ
れ
る
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
自
分

の
犯
し
た
恐
ろ
し

い
過
ち
に
気
づ
き
、
悲
痛
な
叫
び
声
を
あ

げ
る
。

つ

指
揮
者
の
カ
ジ
ミ
エ
シ

，
コ
ル
ト
氏

（智
）．

と
通
訳
の
熊
倉
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん

（左
）
。

ザ
イ
一



曲

は
全
く
違

っ
た
性
格
を
持

っ
て
い
ま
す
。

二
番

の
方

は
自
由
な
演
奏
が
で
き
る
余

地

の
あ
る
部
分
が
多

い
の
に
対
し
、　
一
番

の
方

は
構
成

・
形
式
が
き

つ
ち
り
と
仕
上

げ
ら
れ
て
い
る
作
品
な

の
で
す
。

そ
の
よ

う
に
対
照
的

で
す
が
、
無
論
、

両
曲
と
も

す
ば
ら
し

い
作
品

で
す
。

今
回
演
奏
す
る
二
番
に

つ
い
て
は
、
ビ

ア
ニ
ス
ト

の
遠
藤
郁
子
さ
ん
が
す
ぐ
れ
た

演
奏

で
そ
の
本
質
を
聴

か
せ
る
で
し
よ
う
。

♪
ル
ト
ス
ワ
フ
ス
キ
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ベ

ラ

・
バ
ル
ト
＝
ク
を
追
悼
し
て
作

っ
た

「

葬
送
音
楽
」
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
あ
り
ま
す

が
、

ど
ん
な
曲

で
す
か
。

ま
た
ル
ト
ス
ワ

フ
ス
キ
は
バ
ル
ト
ー
ク
を
尊
敬
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ル
ト
ス
ワ
フ
ス
キ
の
曲
は
、
聴
き

慣
れ
な

い
と
少
し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

正
確
に
言
う
に
は
難
し
い

の
で
す
が
、

き

っ
と
ル
ト
ス
ワ
フ
ス
キ
は

バ
ル
ト
ー
ク
を
敬
愛
し
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
し
て
も
ハ
ン
ガ
リ

ー
に
し
て
も
、
現
代
の
音
楽
は
民
族
音
楽

か
ら
イ
ン
プ
レ
ツ
シ
ヨ
ン
を
得
て
創
作
さ

れ
て
い
る
の
で
、

そ
う

い
う
意
味

で
も
い

ル
ト

ス
ワ
フ
ス
キ
と
バ
ル
ト
ー
ク
に
は
相

通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

♪

コ
ル
ト
さ
ん
は
シ
ョ
パ
ジ

コ
ン
ク
ー
ル

の
本
選
で
指
揮
を
さ
れ
、
前
回
は
審
査
員

も

つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

日
本

の
若

い

ピ
ア
ニ
ス
ト
達
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い

し
ま
す
。

シ

ョ
バ
ン

・
コ
ン
ク
ー
ル
は
フ
イ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、

様

々
な
形

で
参
与
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、

本
選
出
場
者
と
は
必
ず
ビ
ア
ノ
協
奏
曲
を

協
演
し
ま
す
。

実

は
、

日
本

の
ビ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
に
は
、

ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
が
な

い
の
で
す
。

と

い
う
の
は
、
日
本
人
は
と
て
も
賢
明
で
、

特
に
音
楽
的
な
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
う
か
ら
で
す
。　
一
般
に
、

日
本

の
ビ
ア

ニ
ス
ト
が
シ
ョ
バ

ン
を
演
奏
す
る
と
き
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
と
は
弾

き
方
が
違

い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
弾
き

方
が
違
う

こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
違
う
弾
き
方
を
す
る
こ
と

で
、

シ
ョ
バ
ン
の
音
楽
は
も

っ
と
国
際
的

に
な
り
、
世
界
に
広
が

っ
て
豊
か
に
な
る

か
ら
で
ナ
。
ど
ん
な
民
族
、

ど
ん
な
文
化

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

で
も
シ
ョ
バ
ン
の
中
に
独
特
の
魅
力
を
見

つ
け
出
し
て
、
そ
れ
を
表
現
す
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
シ
ョ
バ
ン
の
曲
を
演
奏
す

る
と
き
に
古
典
的
に
確
立
さ
れ
た
模
範

（

カ
ノ
ン
）
と
い
う
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
日
本
人
も
長
い
時
間
の
う
ち
に
身
に

つ
け
、

そ
の
よ
う
に
弾
き
ま
す
。
じ
か
し
、

そ
れ
以
外
の
部
分
で
は
、
自
分
の
心
で
何

か
を
感
じ
、

そ
の
新
し
さ
を
付
け
加
え
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
宝
を
増
す
わ
け

で
す
。
増
し
た
宝
に
、
さ
ら
に
世
界
の
音

楽
家
た
ち
が
独
自
の
何
か
を
加
え
て
行
き

ま
す
。
そ
う
や
っ
て
シ
ヨ
バ
ン
の
音
楽
は

豊
か
に
な
り
ま
す
。

♪
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
心
を
持

つ
て
い
る
北

海
道
の
人
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

私
は
今
回
で
日
本
に
五
度
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
の
ど
こ
へ
行

っ
て
も
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
好
ん
で
く
れ
る
人
々
の
気
持
ち
が

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
思

い
に
ふ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
の
前
で
演
奏
す

る
こ
と
が
大
き
な
喜
び
に
な
り
ま
す
。
感

動
す
る
の
で
す
。

日
本
人
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
好
き

だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
今
で
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
の
多
く
も
日
本
に
関
心
を
も

っ
て
い

ま
す
。
日
本
の
文
化
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
全
般
に
対
し
て
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
日
本
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は

、

今
や
互
い
に
関
心
を
持
ち
合

っ
て
い
る
間

柄
な
の
で
す
。
私
自
身
も
、
日
本
を
何
度

，́ヽ
・一

も
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
で
も
嬉
し

く
思

っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
の
間
に
交
流
が
あ
る
の
こ
と
本
当

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
ｏ

∧
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
後
書
き
∨
話
題
は
自

然
と
音
楽
、

シ
ョ
バ
ン
の
こ
と
に
集
中
し

て
し
ま
ぃ
ま
し
た
が
、　
コ
ル
ト
氏
が
熱
意

を
込
め
て
語

っ
た

「
カ
ー
ジ
デ
イ

・
ナ
ル

ー
ト
、
カ
ー
ジ
ダ

・
ク
ル
ト
ウ
ー
ラ

・
ズ

ナ
ー
イ
ェ
・
フ

・
シ
ョ
ベ
ー

ニ
ェ
・
イ
ン

ネ

・
ア
ス
ペ
ク
テ
ィ
‥
‥
‥

（ど
ん
な
民

族
、
ど
ん
な
文
化
で
も
、
シ
ヨ
バ
ン
の
中

に
独
特
の
魅
力
を
見

つ
け
出
す
―
‥
‥
）

」
と
い
う
言
葉
は
忘
れ
得
な
い
も
の
で
す
。

折
し
も
、
四
年
前
の
公
演
で
コ
ル
ド
氏
と

共
に
訪
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ビ
オ
ト
ル

一

パ
レ
チ
ニ
氏
も
十

一
月
十

一
日
に
札
幌
で

リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま
し
た
が
、　
こ
ち
ら

も
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
虚
色
を
排

す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
正
統
派
の
ス
タ
イ
ル
と

は
ま
た
違

っ
た
パ
レ
チ
ニ
氏
の
演
奏
に
は
、

シ
ョ
バ
ン
を
骨
董
品
に
し
て
お
か
ず
、
作

品
の
構
造
に
挑
み
再
解
釈
し
て
生
き
た
シ

ョ
バ
ン
を
求
め
続
け
る
探
求
的
な
姿
勢
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
真
摯
な
演
奏
は
深
い
感

銘
を
与
え
、
会
場
で
は
小
さ
な
子
供
達
も
、

い
つ
ま
で
も
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

∧
文
責

〓
一浦
洋
∨

「
ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

斎
田
道
子

・
清
水
保
子

吉
田
　
宏

〔連
絡
先
〕
露
Ｔ
〓
〓

（斎
田
）
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